
伝える文章力を身につけ、オススメの本を新入生に紹介しませんか? 

関西大学図書館 学習支援講座 「書評のススメ！」実施要領 

Presented by 丸善雄松堂・編集工学研究所 

 

１．趣旨 

 本講座では、皆さんにとって身近なアプリなどを用い、読書に関する 8 つの MISSION

をクリアすることで、リコメンド（要約・紹介文）とキャッチコピーを作成し「読む力」、

「書く力」を養成していきます。最終的には、メールラウンジを用い、書評を完成させて

いくことで、読み手にその本を読みたい気持ちにさせる「伝える力」を身につけることが

目標となります。 

その成果は、本の帯にして図書館で展示、関西大学図書館フォーラムへの掲載、maruzen

＆ジュンク堂書店内に特設コーナーの設置、来年度入学式で配布される「新入生に贈る 100

冊」に優れた書評を紹介する等、様々な形での発表、展開を予定しています。 

読書や文章を書くことが嫌いな人、反対に大好きな人も、やる気があれば、個々にスキ

ルアップできる講座ですので、是非、この機会に、楽しみながら学びましょう！ 

 

２．募集内容 

（１）定員 

  10名程度 

※少人数プログラムを想定しており、希望者が多い際は、選考を行う場合があります。 

 

（２）募集方法 

以下のURLにアクセスするか、インフォメーションシステムにログインして左下の

「申請・アンケート」をクリックし、【募集】欄より受付ページにアクセスした上で、

必要事項を入力、送信してください。 

URL：

https://jmrs.kyomu.kansai-u.ac.jp/wsin/!SIPLS3000?KHN_KEY=201809031350

56001 

 

（３）募集期間 

 2018年 9月 21日（金）～10月 12日（金） 

 ※講座の参加可否については、10月 17日（水）までにメールにて通知いたします。 

  

３．概要 

（１）実施場所 

  総合図書館１階ラーニングコモンズ内ワークショップエリア 

https://jmrs.kyomu.kansai-u.ac.jp/wsin/!SIPLS3000?KHN_KEY=20180903135056001
https://jmrs.kyomu.kansai-u.ac.jp/wsin/!SIPLS3000?KHN_KEY=20180903135056001


（２）講師 

  大木 とも子氏（丸善雄松堂株式会社／イシス編集学校 師範代）ほか 

  なお、第３回については、学内外より識者をお招きし、書評について講評をいただき

ます。 

 

（３）スケジュール、講座内容 

【第１回】10月 24日（水）4限 14：40～16：10 

 まず、「読むこと」と「書くこと」が、実は「情報を編集する力」によってつながってい

ることを皆さんにお伝えします。 

そのことを頭に入れつつ、皆さんのスマホで、読書トレーニングアプリ［メクリ］を実

際に使っていただいて、「新入生に贈る１００冊」の中から自分が読んでみたいと思う 1冊

の本を、実際に選ぶところから、いよいよプログラムの開始です。 

アプリを使って、出てくる［MISSION］（質問）に回答すると、ナビゲーターからの［指

南］（アドバイスやヒント）が返ってきます。［MISSION］は目次を読んだり、そこからキ

ーワードを集めたり、そのキーワードを探して本の中を探索したり…、講座中に、５つの

［MISSION］をクリアしてもらいます。 

 ＜第１回の課題＞ 

    第２回目までに、６つ目の［MISSION］（本文を読む）を終了しておいて 

    ください。 

 

【第２回】10月 31日（水）4限 14：40～16：10 

 第２回目は、いよいよ本の「キャッチコピー」と「リコメンド文」（200 字程度：本の紹

介・要約）を書いてもらいます。本屋さんでは、新刊・話題の本に、カバーの上から帯と

いうものが巻いてありますが、それに近いものを書いてみるのだと思ってください。「そん

なのいきなり書けないよ！」と思うかも知れませんが、これまでクリアしてきた［MISSION］

への回答がここで活躍するのです。 

 そして、いよいよ、書評文（800字～1,000字）への挑戦です。書評の作成はパソコンを

使って、ラウンジという教室型サイト［Edit Cafe］にアクセスして行いますので、その使

い方のガイダンスも行います。 

 ＜第２回の課題①＞ ⇒ 期限：11月 7日（水）まで 

   時間中にキャッチコピーとリコメンド文を書いていただきますが、講師から 

   皆さんの文章へのアドバイスがあると思います。それも参考にして、第２ 

   回の講義が終わって、もう一度自分の書いたものを期限までに見直しましょう。 

   これで読書トレーニングアプリ［メクリ］のMISSIONは COMPLETE です！ 

   そして、その数日後…、なんと、皆さんのキャッチコピーとリコメンド文が実際の

本に、帯となって巻かれて、図書館に展示され、コンテストが行われます！ 



 ＜第２回の課題②＞ ⇒ 期限：11月 14日（水）まで 

   いよいよ、このプログラムの最終目標である書評を完成させてください。 

   と、言っても、ほんとうに大丈夫か不安ですよね。でも、ご心配なく！ 

［Edit Cafe］では文章編集術のベテラン講師が皆さんをサポートします。 

    自分の書いた書評を講師の指南（アドバイス・ヒント）に従って、アップグレー 

    ドし、期限までに完成させましょう。 

 

【第３回】11月 28日（水）4限 14：40～16：10 

  最終回のこの日は、これまでの皆さんの成果の発表の日です。 

皆さんに書いていただいた書評、どんな気持ちで書いたか、どこが大変だったか、ど

んなヒントが役立ったか、などなど、皆さんに発表していただきます。 

識者の先生方からの講評、そして賞の発表など、サプライズもあるかもしれません！ 

 

４．その他 

・本学学生、大学院生が受講対象となります。また、本講座の性質上、原則、3回の講座

への出席、課題の締切を厳守していただくことになります。 

・講義に際しては、スマートフォンが必要となるため、必ずご持参ください。 

 ・書評を作成する本は、今年度の「新入生に贈る 100 冊」のうちから選定することにな

ります。リストについては、以下のアドレスからご確認ください。 

https://www.kansai-u.ac.jp/global/guide/pressrelease/2017/No78.pdf 

  なお、対象となる本は、第１回の講義時に、全てではありませんが、貸与できるよう

準備いたします。 

・書評を完成した場合、原稿料として図書カード 1,000円分を進呈いたします。 

・来年度の「新入生に贈る 100 冊」に掲載される場合、再度、手直しが必要になること

があります。その際は、改めて、ご連絡いたしますのでご留意ください。 

 ・書評の作成に際し、ラウンジシステム［Edit Cafe］によるサポートに加え、総合図書

館ラーニングコモンズにあるライティング・ラボでも直接、指導、助言を受けること

が可能です。その際は、以下のアドレスより、申込みを行ってください。 

   http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/appointment/index.html 

以 上 

 

問い合わせ先 

図書館事務室 サービス担当 内線 4314・4345 

メール：ku-library@ml.kandai.jp 

https://www.kansai-u.ac.jp/global/guide/pressrelease/2017/No78.pdf
http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/appointment/index.html

